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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
浮
き
舟
、
流
れ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
７
７
Ｂ

【
作
者
名
】

　
ス
グ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
浮
舟
流
、
２
４
歳
。
高
校
教
師
。
受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
の
せ
い
で
、
僕
は
教

う
き
ぶ
ね
な
が
れ

師
を
辞
め
た
く
な
っ
た
。
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１
話
「
僕
が
、
教
師
を
辞
め
た
い
理
由
」

…
…
…
…
…
…

俺
、
浮
舟
流
は
２
４
歳
。

う
き
ぶ
ね
　
な
が
れ

中
学
時
代
は
、
野
球
部
。

あ
の
頃
、
中
学
生
と
は
思
え
な
い
球
を
投
げ
れ
た
の
で
、
周
囲
か
ら
は
「
他
の

人
よ
り
球
速
が
早
い
人
」
と
い
う
異
名
で
呼
ば
れ
た
。

高
校
時
代
は
、
剣
道
部
。

何
故
、
野
球
か
ら
剣
道
に
な
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
入
っ
た
高
校
に
野
球
部
が

無
か
っ
た
。

剣
道
の
腕
前
は
、
２
年
目
で
副
部
長
で
副
将
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
の
実
力
だ
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
周
囲
か
ら
「
や
た
ら
、
副
が
付
く
人
」
と
い
う
異
名
で
呼
ば

れ
る
。

大
学
で
は
、
「
ア
ニ
メ
研
究
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
る
。

何
故
、
野
球
か
ら
剣
道
、
剣
道
か
ら
ア
ニ
メ
研
究
会
に
入
っ
た
か
と
言
う
と
・
・

。理
由
な
ん
て
無
い
。

親
か
ら
は
、
「
目
を
覚
ま
し
て
」
と
い
う
異
名
で
呼
ば
れ
た
。

ち
な
み
に
、
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
の
記
憶
が
何
故
か
無
い
。

以
上
の
過
去
を
持
つ
俺
は
、
今
年
、
や
っ
と
小
さ
い
頃
の
夢
で
あ
っ
た
国
語
の

教
師
に
な
れ
た
。

就
職
先
の
高
校
は
、
盗
ん
だ
バ
イ
ク
で
走
り
出
す
奴
も
居
な
く
、
物
が
壊
れ
る

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
は
向
か
な
い
高
校
だ
。

…
…
…
…
…
…
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受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
２
年
Ｄ
組
普
通
科
。

う
ん
、
本
当
に
普
通
の
顔
ぶ
れ
の
生
徒
た
ち
だ
。

悪
そ
う
な
奴
が
、
い
な
か
っ
た
。

悪
そ
う
な
奴
は
、
大
体
、
友
達
っ
て
感
じ
の
も
居
な
い
。

だ
が
、
世
の
中
、
普
通
が
一
番
危
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

あ
っ
、
言
わ
れ
て
な
い
か
。

…
…
…
…
…
…

現
在
は
、
６
月
で
あ
る
。

こ
の
月
は
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
が
学
校
に
馴
れ
、
高
校
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
始
め
た
時
期
。

生
徒
た
ち
も
教
師
の
俺
に
、
打
ち
解
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

俺
自
身
も
教
師
と
し
て
充
実
感
を
得
は
じ
め
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
・

・
。

は
ず
だ
っ
た
・
・
。

…
…
…
…
…
…

６
月
の
と
あ
る
日
・
・
。

俺
は
、
車
で
出
勤
し
て
い
る
。

放
課
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
職
員
用
の
駐
車
場
に
置
い
て
い
る
愛
車
、
イ
ン
プ

レ
ッ
サ
の
元
へ
と
歩
く
。

だ
が
、
今
日
は
い
つ
も
と
違
う
。

ど
こ
が
違
う
か
と
言
う
と
、
愛
車
の
近
く
に
人
が
居
る
。

あ
れ
は
、
受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
の
女
子
、
新
城
蓮
で
は
な
い
か
。

し
ん
じ
ょ
う
　
れ
ん

新
城
蓮
は
、
ク
ラ
ス
で
物
静
か
な
少
女
。

友
達
は
多
い
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
騒
が
な
い
。

彼
女
の
自
己
紹
介
も
地
味
だ
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
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俺
は
、
彼
女
に
近
づ
い
て
み
る
。

「
ど
う
し
た
・
・
」

ち
ょ
っ
と
渋
め
に
、
言
っ
て
み
る
。

「
先
生
・
・
」

彼
女
が
、
俺
の
渋
め
の
声
に
反
応
し
た
。

う
ほ
っ
・
・
、
こ
の
娘
、
意
外
に
可
愛
い
で
は
な
い
か
。

「
俺
の
車
に
何
の
用
だ
・
・
」

更
に
、
渋
く
言
っ
て
み
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
本
当
に
何
の
用
だ
。

こ
ん
な
静
か
で
可
愛
い
娘
が
・
・
。

と
思
っ
て
い
た
と
き
・
・
。

サ
ッ
！

「
！
！
」

俺
は
驚
い
た
。

急
に
、
彼
女
が
抱
き
つ
い
て
き
た
・
・
。

ま
る
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
組
み
付
き
の
よ
う
に
。

「
先
生
！
！
」

と
、
彼
女
が
声
を
出
す
。

細
い
彼
女
の
両
腕
が
、
俺
の
上
半
身
に
絡
み
つ
く
。

「
あ
っ
・
・
、
え
っ
・
・
」

あ
ま
り
に
も
突
然
だ
っ
た
の
で
、
反
応
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
っ
て
、
あ
れ
か
！

あ
れ
な
の
か
！
！

禁
じ
ら
れ
た
恋
・
・
、
と
か
言
う
あ
れ
か
！
！

そ
ん
な
つ
も
り
で
、
高
校
教
師
に
な
っ
た
つ
も
り
は
な
い
が
・
・
。

ソ
ノ
発
想
ハ
、
ナ
カ
ッ
タ
ワ
。
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た
し
か
に
、
生
ま
れ
た
年
月
と
彼
女
居
な
い
暦
が
同
一
線
上
の
俺
に
は
夢
の
よ

う
な
状
況
だ
が
・
・
。

「
一
体
、
ど
う
し
た
ん
だ
！
」

あ
く
ま
で
、
こ
の
状
況
を
冷
静
を
押
し
通
す
。

条
例
と
い
う
ト
ラ
ッ
プ
が
、
こ
の
現
在
社
会
に
あ
る
の
だ
。

う
か
つ
に
、
手
を
出
す
ほ
ど
若
く
は
な
い
。

そ
う
言
っ
て
や
る
と
、
彼
女
が
や
っ
と
俺
か
ら
体
を
離
す
。

俺
か
ら
離
れ
た
彼
女
が
、
下
に
う
つ
む
く
。

す
る
と
、
彼
女
の
口
が
開
い
た
。

「
先
生
が
好
き
な
ん
で
す
・
・
」

そ
ん
な
言
葉
を
、
彼
女
が
言
っ
た
。

漫
画
や
ド
ラ
マ
の
世
界
に
は
、
多
い
言
葉
を
彼
女
が
言
っ
た
。

俺
は
思
わ
ず
、
鼻
水
を
噴
出
す
。

そ
の
一
言
で
、
条
例
な
ど
が
ど
う
で
も
良
く
な
っ
た
。

噴
出
し
た
鼻
水
を
手
で
隠
し
て
、
俺
は
彼
女
を
見
つ
め
る
。

「
新
城
君
・
・
」

思
わ
ず
、
俺
は
欲
望
を
抑
え
き
れ
な
く
な
っ
た
。

す
る
と
、
彼
女
が
・
・
。

「
先
生
、
目
を
閉
じ
て
・
・
」

そ
う
言
う
。

俺
は
そ
の
言
葉
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
目
を
閉
じ
た
。

彼
女
は
、
目
を
つ
ぶ
っ
た
俺
に
、
な
に
を
す
る
気
か
・
・
。

も
し
か
し
て
、
唇
と
唇
の
ド
ッ
キ
ン
グ
か
・
・
。

今
か
ら
、
ま
さ
に
人
に
教
え
を
問
う
教
師
と
、
そ
の
教
え
を
乞
う
生
徒
が
接
吻

を
交
わ
そ
う
と
し
よ
う
と
・
・
。

ブ
ル
ル
ル
ー
ン
！
！
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急
に
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
る
俺
の
耳
を
貫
く
。

こ
の
音
・
・
。

こ
の
聞
き
な
れ
た
エ
ン
ジ
ン
は
・
・
。

俺
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
・
・
。

「
先
生
、
車
借
り
ま
す
よ
」

そ
の
声
に
、
思
わ
ず
目
を
開
け
た
。

目
の
前
に
い
た
彼
女
が
、
居
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
視
線
を
変
え
る
と
愛
車
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
が
動
き
出
し
て
い
る
。

俺
か
ら
、
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
が
離
れ
行
く
。

「
え
っ
・
・
」

な
に
が
、
な
ん
だ
か
解
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
、
窓
か
ら
覗
く
運
転
席
か
ら
、
こ
の
状
況
の
意
味
を
理
解
す
る
。

嘘
だ
ろ
・
・
。

運
転
席
に
、
彼
女
が
・
・
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
・
・
。

も
し
か
し
て
思
い
、
俺
は
自
分
の
尻
を
触
っ
て
み
た
。

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

俺
は
叫
ん
だ
。

ズ
ボ
ン
の
ケ
ツ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
、
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
キ
ー
が
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。

…
…
リ
プ
レ
イ
…
…

サ
ッ
！

俺
は
驚
い
た
。
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急
に
、
彼
女
が
抱
き
つ
い
て
き
た
・
・
。

細
い
彼
女
の
両
腕
が
、
俺
の
上
半
身
に
絡
み
つ
く
。

「
あ
っ
・
・
、
え
っ
・
・
」

あ
ま
り
に
も
突
然
だ
っ
た
の
で
、
反
応
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
せ
い
で
、
彼
女
の
手
が
、
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
キ
ー
が
あ
る
俺
の
尻
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
っ
て
い
た
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
・
・
。

あ
と
で
調
べ
た
が
、
彼
女
の
家
は
車
の
整
備
の
請
負
の
自
営
業
。

し
か
も
、
所
謂
、
峠
族
が
集
ま
る
店
で
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
系
で
速
さ
を
求
め
る

危
険
な
方
々
が
多
く
訪
ね
て
く
る
・
・
。

そ
ん
な
環
境
で
育
っ
た
彼
女
は
、
も
ち
ろ
ん
車
に
好
き
な
る
・
・
。

し
か
も
、
彼
女
の
親
父
さ
ん
は
、
彼
女
に
無
免
許
運
転
さ
せ
て
い
た
の
だ
・
・
。

だ
か
ら
、
彼
女
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
勝
手
に
俺
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
借
り
た
・

・
。

イ
ン
プ
レ
ッ
サ
は
、
彼
女
の
憧
れ
の
車
だ
っ
た
か
ら
・
・
。

…
…
…
…
…
…

「
ふ
ざ
け
ん
な
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

俺
は
走
っ
た
。

走
り
ま
し
た
。

無
駄
だ
っ
た
け
ど
、
走
り
ま
し
た
。

追
い
つ
け
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。

俺
で
も
追
い
つ
け
る
車
な
ん
て
、
リ
コ
ー
ル
問
題
以
前
の
問
題
で
す
・
・
。

こ
の
あ
と
、
彼
女
は
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

丁
寧
に
、
レ
ッ
カ
ー
車
に
載
せ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

な
ん
て
、
行
儀
の
正
し
い
子
な
ん
で
し
ょ
う
。
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僕
は
、
教
師
を
辞
め
た
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…

そ
れ
で
も
、
続
く
・
・
。
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２
話
「
ホ
ラ
ー
と
プ
リ
ン
と
私
」

…
…
…
…
…
…

俺
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
破
壊
事
件
は
、
彼
女
の
親
御
さ
ん
が
無
料
で
車
を
直
し
て

く
れ
る
の
と
、
彼
女
の
親
御
さ
ん
が
、
あ
っ
ち
系
の
恐
い
人
た
ち
と
関
係
あ
る

ら
し
い
の
で
不
問
に
し
た
。

彼
女
は
、
退
学
を
免
れ
た
。

ま
さ
に
、
親
の
七
光
り
。

一
応
、
翌
日
の
放
課
後
に
、
教
室
に
彼
女
を
残
し
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
も
う
二
度
と
、
あ
ん
な
こ
と
す
る
な
よ
」

あ
り
ふ
れ
た
こ
と
を
言
う
俺
。

「
は
ー
い
」

反
省
の
色
が
、
見
え
な
い
新
城
。

女
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
殴
っ
て
る
場
面
だ
。

そ
う
い
や
、
昨
日
、
彼
女
が
言
っ
た
・
・
。

「
先
生
が
好
き
な
ん
で
す
・
・
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

あ
の
言
葉
は
、
俺
か
ら
車
の
キ
ー
を
奪
う
た
め
に
吐
い
た
嘘
で
あ
ろ
う
。

だ
が
・
・
。

も
し
か
し
て
・
・
、
そ
の
言
葉
は
嘘
で
な
か
っ
た
ら
・
・
。

と
、
俺
は
邪
推
し
た
。

一
応
、
聞
い
て
み
る
か
・
・
。

そ
う
判
断
し
て
、
す
ぐ
に
俺
は
声
を
出
す
。

「
お
い
・
・
」

ち
ょ
っ
と
、
緊
張
し
た
せ
い
か
、
俺
の
声
が
震
え
て
い
た
。
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そ
の
声
に
、
彼
女
は
首
を
向
け
る
。

「
な
ん
で
す
か
・
・
」

「
え
っ
と
・
・
、
だ
な
・
・
。
昨
日
・
・
、
俺
の
こ
と
・
・
」

好
き
っ
て
言
っ
た
よ
な
・
・
。

と
言
お
う
と
し
た
瞬
間
・
・
。

「
好
き
っ
て
言
っ
た
の
は
、
嘘
で
す
よ
」

ま
だ
言
っ
て
も
い
な
い
の
に
、
す
か
さ
ず
言
わ
れ
た
。

俺
は
、
鼻
水
を
吹
い
た
。

あ
あ
、
嘘
だ
と
解
っ
て
た
さ
。

し
か
し
、
「
も
し
か
し
て
、
俺
の
こ
と
好
き
な
ん
じ
ゃ
・
・
」
と
期
待
し
た
さ
。

す
る
さ
。

男
だ
も
ん
。

「
あ
あ
・
・
、
そ
う
だ
よ
ね
・
・
」

俺
は
ガ
ク
ガ
ク
し
な
が
ら
、
彼
女
の
間
を
置
か
な
い
言
葉
に
回
答
し
た
。

体
が
意
思
と
反
し
て
、
震
え
ま
く
っ
て
る
。

「
先
生
、
足
震
え
て
ま
す
よ
・
・
」

「
寒
い
か
ら
ね
・
・
」

「
今
、
６
月
で
す
よ
・
・
」

と
、
的
確
に
指
摘
さ
れ
、
俺
は
思
わ
ず
・
・
。

「
う
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
」

泣
き
出
し
て
、
こ
の
場
か
ら
逃
げ
た
。

も
う
恥
ず
か
し
く
て
死
に
そ
う
だ
。

急
な
大
声
で
、
彼
女
が
引
い
て
い
た
。

元
は
と
い
え
ば
、
こ
の
女
が
悪
い
ん
だ
が
・
・
。

と
り
あ
え
ず
、
小
１
時
間
、
職
員
ト
イ
レ
で
泣
き
じ
ゃ
く
っ
た
。
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…
…
…
…
…
…

夕
方
に
な
り
・
・
。

残
業
も
終
わ
り
、
一
人
暮
ら
し
し
て
る
自
宅
の
ア
パ
ー
ト
に
帰
宅
し
て
、
こ
の

日
の
辛
さ
を
寝
て
忘
れ
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
途
中
で
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ン
を

買
っ
た
の
で
立
ち
直
れ
た
。

辛
い
と
き
は
、
プ
リ
ン
だ
。

こ
れ
が
、
子
供
の
頃
か
ら
の
俺
式
の
立
ち
直
り
方
だ
。

甘
い
物
が
苦
手
な
人
と
、
虫
歯
の
人
に
は
勧
め
な
い
が
。

夜
も
深
ま
っ
た
午
後
の
１
０
時
。

ビ
デ
オ
屋
か
ら
借
り
て
き
た
映
画
、
「
エ
イ
ド
リ
ア
ン
Ｖ
Ｓ
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」

を
、
プ
リ
ン
食
べ
な
が
ら
観
て
い
た
。

や
っ
ぱ
り
、
ホ
ラ
ー
映
画
は
毛
布
に
包
ま
っ
て
、
プ
リ
ン
食
べ
な
が
ら
観
る
に

限
る
。

今
日
あ
っ
た
辛
く
て
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

本
当
に
、
プ
リ
ン
と
ホ
ラ
ー
映
画
を
作
っ
た
人
に
感
謝
。

ピ
ン
ポ
ー
ン
！

普
段
、
集
金
で
し
か
鳴
る
事
の
な
い
イ
ヤ
ホ
ー
ン
が
鳴
っ
た
。

し
か
も
、
こ
ん
な
遅
く
に
。

こ
ん
な
遅
く
に
、
集
金
に
来
た
の
か
。

と
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
、
俺
は
パ
ン
ツ
姿
で
、
ド
ア
の
方
に
向
か
う
。

こ
ん
な
遅
く
に
、
誰
だ
・
・
。

と
、
イ
ラ
つ
き
な
が
ら
、
ド
ア
に
あ
る
小
さ
な
覗
き
穴
を
覗
い
て
み
る
。

目
を
近
づ
け
た
瞬
間
。
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俺
は
、
驚
い
た
。

な
ん
と
、
ド
ア
の
向
こ
う
に
は
・
・
。

俺
の
心
を
弄
ん
だ
新
城
蓮
の
姿
が
・
・
。

…
…
…
…
…
…

続
く
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３
話
「
ゴ
ム
、
空
高
く
」

…
…
…
…
…
…
…

新
城
蓮
が
、
俺
の
ア
パ
ー
ト
の
前
に
・
・
。

そ
の
こ
と
に
、
俺
は
慌
て
て
服
を
取
り
に
走
っ
た
。

部
屋
干
し
し
て
た
ズ
ボ
ン
を
履
き
、
脱
ぎ
散
ら
か
し
て
た
シ
ャ
ツ
を
着
る
。

そ
し
て
、
慌
て
て
ド
ア
に
向
か
っ
た
。

玄
関
に
着
い
た
俺
は
、
ド
ア
越
し
の
新
城
に
向
か
っ
て
。

「
こ
ん
な
時
間
に
、
な
ん
の
用
だ
・
・
」

と
言
っ
た
。

本
当
に
、
こ
の
時
間
に
な
ん
の
用
な
ん
だ
。

夜
に
、
男
の
部
屋
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
す
と
は
・
・
。

彼
女
の
口
が
開
い
た
・
・
。

「
と
り
あ
え
ず
、
部
屋
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

な
・
に
・
を
・
い
・
っ
・
て
・
る
・
ん
・
だ
・
！
・
？

バ
カ
か
、
こ
の
女
！

自
分
の
言
っ
た
言
葉
の
危
険
性
が
解
っ
て
る
の
か
！
？

俺
は
、
我
慢
に
弱
い
人
間
で
あ
り
、
自
分
の
欲
望
に
弱
い
。

部
屋
に
入
れ
た
ら
、
新
城
に
な
に
す
る
か
・
・
。

解
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
・
・
。

責
任
は
持
て
ん
・
・
。

だ
か
ら
、
部
屋
に
居
れ
ら
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
！

…
…
…
…
…
…
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と
、
五
分
前
の
俺
は
思
っ
て
い
た
。

人
間
と
は
、
ど
こ
か
で
自
分
の
意
を
反
し
て
し
ま
う
生
き
物
な
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
環
境
問
題
が
耐
え
な
い
の
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
リ
コ
ー
ル
問
題
、
不
祥
事
問
題
が
耐
え
な
い
の
だ
ろ
う
・
・
。

新
城
が
、
俺
の
部
屋
の
お
気
に
入
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
近
く
に
足
を
崩
し
て
座
っ

て
い
る
。

「
エ
イ
ド
リ
ア
ン
Ｖ
Ｓ
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
な
ん
か
観
て
た
ん
で
す
か
・
・
。
お
茶

か
、
な
ん
か
下
さ
い
」

そ
う
、
ビ
デ
オ
屋
の
袋
を
手
に
取
っ
て
言
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
お
茶
を
要
求
し
て
や
が
る
。

以
上
通
り
に
、
新
城
を
部
屋
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
。

僕
は
、
な
ん
て
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
・
・
。

１
７
歳
の
女
子
高
生
を
、
自
宅
の
部
屋
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

言
っ
た
と
お
り
に
、
僕
は
欲
望
に
弱
い
人
間
だ
と
、
再
実
感
し
ま
し
た
。

僕
は
、
彼
女
を
襲
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
・
・
。
　
　

台
所
へ
向
か
い
、
彼
女
へ
お
茶
の
用
意
を
し
な
が
ら
、
い
つ
か
は
使
お
う
と
思

っ
て
い
た
、
と
あ
る
ゴ
ム
製
品
を
タ
ン
ス
か
ら
取
り
出
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
る
。

こ
れ
で
、
準
備
は
オ
ー
ケ
ー
だ
・
・
。

テ
ー
ブ
ル
に
肘
を
乗
せ
る
彼
女
に
、
お
茶
を
出
す
。

お
茶
を
出
し
な
が
ら
も
、
俺
は
、
す
で
に
戦
闘
態
勢
に
入
っ
て
い
る
。

い
つ
で
も
、
出
撃
可
能
。

し
か
し
、
俺
と
て
社
会
人
。

と
り
あ
え
ず
、
な
ぜ
、
こ
こ
に
来
た
か
を
聞
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。

「
お
い
、
な
ん
で
、
俺
ん
ち
に
来
た
・
・
」

今
更
な
が
ら
に
、
そ
う
言
っ
た
。
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映
画
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
た
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
彼
女
が
、
こ
っ
ち
に
顔

を
向
け
た
。

そ
の
振
り
向
い
て
き
た
表
情
が
、
少
し
色
っ
ぽ
い
。

こ
の
女
は
ど
こ
か
、
そ
そ
ら
れ
る
・
・
。

欲
望
の
メ
ー
タ
ー
が
、
振
り
切
れ
そ
う
だ
・
・
。

溢
れ
出
そ
う
と
す
る
欲
望
を
押
さ
え
る
俺
に
対
し
、
彼
女
が
口
を
開
く
。

「
あ
と
、
数
分
し
た
ら
、
私
の
お
父
さ
ん
も
来
ま
す
ん
で
・
・
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。

だ
か
ら
、
俺
の
部
屋
に
入
っ
た
の
か
。

そ
の
発
想
は
、
な
か
っ
た
わ
。

…
…
…
…
…
…

俺
は
、
彼
女
を
部
屋
に
置
き
外
に
出
た
。

大
き
く
深
呼
吸
を
、
２
、
３
回
す
る
。

そ
し
て
、
叫
ん
だ
。

「
意
味
ワ
カ
ン
ネ
ェ
え
え
え
え
よ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

本
当
に
、
こ
の
女
は
、
な
に
を
考
え
て
い
る
・
・
。

も
う
少
し
し
た
ら
、
彼
女
の
親
父
が
部
屋
に
来
る
・
・
。

そ
う
思
い
な
が
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
ゴ
ム
製
品
を
俺
は
空
高
く
投
げ

捨
て
た
。

宙
に
舞
う
ゴ
ム
製
品
に
、
少
し
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
俺
は
死
す
べ
き
で
あ
ろ
う
も

の
な
の
か
・
・
。

…
…
…
…
…
…
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つ
づ
く
・
・
。
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４
話
「
爆
音
が
ご
と
く
」

…
…
…
…
…
…

宙
に
舞
う
ゴ
ム
に
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
る
時
・
・
。

ブ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ー
ー
ン
ン
ン
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！

耳
に
風
穴
開
け
ら
れ
そ
う
な
く
ら
い
、
う
る
さ
い
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
て
来

た
。

こ
ん
な
遅
く
に
、
馬
鹿
み
た
い
に
車
を
吹
か
す
奴
が
い
る
か
。

か
な
り
の
近
所
迷
惑
。

ど
ん
だ
け
頭
の
悪
い
不
良
だ
。

と
思
っ
た
時
・
・
。

う
る
さ
い
エ
ン
ジ
ン
音
が
、
心
な
し
か
一
層
大
き
く
な
っ
て
来
た
。

こ
っ
ち
に
近
づ
い
て
来
る
様
な
感
じ
が
す
る
。

ま
さ
か
・
・
。

…
…
…
…
…
…

ま
さ
か
が
、
的
中
し
た
・
・
。

う
る
さ
い
エ
ン
ジ
ン
音
を
放
つ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
、
俺
の
ア
パ
ー
ト
の
前
に
出

現
し
た
・
・
。

直
に
聞
く
と
、
本
当
に
う
る
さ
い
・
・
。

爆
音
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
、
俺
ん
ち
の
前
に
停
車
し
た
。

俺
の
頭
の
中
は
、
嫌
な
予
感
で
一
杯
だ
・
・
。

う
る
さ
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
、
や
っ
と
止
ま
っ
た
。

あ
の
新
城
蓮
が
、
俺
に
近
づ
い
て
か
ら
最
悪
だ
・
・
。
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な
ん
で
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
う
の
だ
・
・
。

子
供
の
頃
、
一
回
も
、
万
引
き
さ
え
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
。

あ
っ
、
一
回
し
た
こ
と
あ
る
わ
・
・
。

…
…
…
…
…
…

予
想
通
り
に
、
バ
カ
う
る
さ
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
来
た
の
は
、
彼
女
の

親
父
さ
ん
で
し
た
・
・
。

そ
し
て
、
現
在
、
俺
の
部
屋
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
。

俺
は
、
ま
た
お
茶
の
用
意
を
し
て
い
る
・
・
。

な
ん
て
、
態
度
の
で
か
い
親
父
さ
ん
だ
・
・
。

顔
に
深
い
傷
が
あ
る
ぞ
。

あ
れ
は
、
落
書
き
か
。

あ
の
親
父
さ
ん
の
放
つ
オ
ー
ラ
力
は
尋
常
で
は
な
い
。

き
っ
と
、
一
公
務
員
の
俺
で
は
想
像
の
出
来
な
い
修
羅
場
を
体
験
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
・
・
。

だ
か
ら
、
俺
に
は
、
あ
の
親
父
さ
ん
に
・
・
。

タ
バ
コ
吸
う
な
、
車
う
る
さ
い
ね
ん
、
あ
ん
た
の
娘
は
、

「
ハ
ー
ド
ラ
ッ
ク
と
踊
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
」

か
、
あ
ん
た
の
娘
萌
え
ー
。

な
ど
と
、
言
え
る
わ
け
が
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
ん
な
ゴ
ッ
ツ
イ
親
父
か
ら
、
あ
ん
な
娘
が
生
ま
れ
る
も
の

な
の
か
・
・
。

俺
は
、
親
父
さ
ん
に
お
茶
を
出
し
て
座
っ
た
。

「
お
お
っ
、
先
生
、
悪
い
で
す
な
」

と
、
ゴ
ッ
ツ
イ
親
父
さ
ん
が
言
う
。

こ
の
親
父
・
・
、
タ
バ
コ
を
、
人
の
テ
ー
ブ
ル
に
押
し
つ
け
て
消
し
て
る
・
・
。

し
か
も
、
吸
い
殻
を
テ
ー
ブ
ル
置
き
っ
ぱ
な
し
・
・
。

そ
ん
な
親
だ
か
ら
、
彼
女
も
こ
う
な
の
か
・
・
。
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あ
っ
、
あ
の
小
娘
、
い
つ
の
間
に
か
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
え
や
が
っ
た
、

ち
き
し
ょ
う
。

お
茶
を
片
手
に
、
親
父
さ
ん
は
、
例
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
件
を
話
し
始
め
た
。

「
昨
日
は
、
す
い
ま
せ
ん
な
ぁ
・
・
」

一
応
、
謝
罪
し
て
く
れ
た
。

ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
。

壊
し
た
本
人
の
娘
は
、
俺
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
横
に
な
っ
て
る
ぞ
。

親
父
さ
ん
が
来
な
か
っ
た
ら
、
俺
が
仰
向
け
に
倒
し
て
や
っ
た
の
に
。

ど
う
や
ら
、
こ
の
親
子
二
人
は
謝
罪
に
来
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
予
め
連
絡
し
て
欲
し
い
わ
。

「
あ
っ
、
い
え
、
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
よ
・
・
」

本
当
は
、
気
に
し
て
る
が
、
こ
の
親
子
に
は
立
ち
去
っ
て
ほ
し
い
の
で
流
す
よ

う
に
言
う
俺
。

「
こ
れ
、
お
詫
び
の
も
ん
で
す
わ
・
・
」

と
、
言
っ
て
親
父
さ
ん
が
、
持
っ
て
き
た
ケ
ー
キ
の
箱
を
渡
し
て
く
れ
た
。

ち
ょ
っ
と
、
こ
れ
は
予
想
外
。

「
あ
っ
、
す
い
ま
せ
ん
」

俺
は
、
ケ
ー
キ
の
箱
を
受
け
取
っ
た
。

な
ん
だ
、
い
い
人
じ
ゃ
な
い
か
・
・
。

と
、
俺
は
思
っ
た
。

す
る
と
、
俺
が
ケ
ー
キ
を
受
け
取
っ
た
と
同
時
に
、
親
父
さ
ん
が
立
ち
上
が
っ

た
・
・
。

「
ほ
な
、
帰
る
ぞ
」

「
は
ー
い
」

え
っ
！
？
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彼
女
も
立
ち
上
が
っ
た
。

え
っ
、
帰
る
だ
と
。
普
通
、
こ
こ
か
ら
少
し
話
を
し
た
り
、
俺
が
娘
さ
ん
に
注

意
し
た
り
す
る
場
面
で
は
な
い
の
か
。

ち
ょ
っ
と
、
マ
ナ
ー
と
し
て
、
お
か
し
い
ぞ
。

俺
は
、
車
壊
さ
れ
て
、
ケ
ー
キ
受
け
取
っ
て
終
わ
り
か
い
。

そ
う
思
っ
て
い
る
隙
に
・
・
。

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
」

バ
カ
親
子
二
人
が
、
部
屋
か
ら
颯
爽
と
出
て
行
く
。

唖
然
と
し
て
、
俺
は
、
口
を
開
け
た
ま
ま
、
二
人
を
見
送
っ
た
・
・
。

勝
手
に
車
を
壊
さ
れ
、
勝
手
に
部
屋
に
入
ら
れ
、
勝
手
に
謝
罪
し
て
帰
る
・
・
。

ま
さ
に
、
外
道
！

…
…
…
…
…

ま
た
、
あ
の
う
る
さ
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

た
ぶ
ん
、
こ
こ
か
ら
去
っ
た
の
だ
ろ
う
。

俺
は
、
あ
の
二
人
の
常
識
の
な
さ
に
金
縛
り
状
態
だ
。

と
り
あ
え
ず
、
ケ
ー
キ
の
箱
を
開
け
て
み
る
・
・
。

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
、
一
切
れ
だ
け
だ
っ
た
。

俺
は
、
思
っ
た
。

教
師
や
め
よ
う
。

…
…
…
…
…
…

つ
づ
く



21

５
話
「
ダ
メ
な
も
の
は
、
所
詮
、
ダ
メ
な
ん
だ
よ
」

…
…
…
…
…
…

翌
日
、
俺
は
校
長
室
に
居
る
。

中
年
太
り
の
校
長
が
机
に
体
重
を
掛
け
、
椅
子
に
座
る
。

そ
の
校
長
の
目
の
前
に
、
俺
は
立
つ
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
ね
、
浮
船
君
・
・
」

と
い
う
校
長
の
問
い
が
来
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
俺
は
・
・
。

「
今
日
限
り
で
、
学
校
を
辞
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
！
！
！
」

と
、
大
声
で
叫
ん
だ
。

そ
の
声
は
、
校
長
室
全
体
に
旋
律
の
美
し
い
調
べ
の
ご
と
く
響
く
。

更
に
、
勢
い
で
校
長
の
机
に
辞
表
を
叩
き
つ
け
た
。
「
そ
れ
で
は
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
・
・
」

校
長
が
状
況
が
読
め
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
ま
ま
、
俺
は
校
長
室
を
立
ち
去
る
。

昨
日
の
あ
の
二
人
の
バ
カ
親
子
が
来
た
と
き
の
俺
も
、
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

も
う
新
城
の
顔
を
見
る
の
も
嫌
だ
っ
た
か
ら
、
受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
に
一
言
も

別
れ
を
言
わ
ず
に
立
ち
去
る
こ
と
に
す
る
。

自
分
勝
手
過
ぎ
る
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
、
ど
う
で
も
良
く
な

る
く
ら
い
に
、
昨
日
の
件
に
腹
を
立
て
て
い
た
・
・
。

し
か
し
、
辞
め
る
に
し
て
も
・
・
、
い
き
な
り
過
ぎ
た
な
・
・
。

と
、
少
し
反
省
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
俺
の
良
心
な
の
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
か
、
こ
れ
が
普
通
の
感
覚
な
の
だ
ろ
う
。

…
…
…
…
…
…
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そ
れ
か
ら
、
１
年
の
暇
な
日
々
を
過
ご
し
、
俺
は
都
心
か
ら
離
れ
、
と
あ
る
島

に
住
ん
で
い
る
。

あ
の
事
件
が
あ
っ
て
も
、
教
師
の
夢
を
捨
て
ら
れ
ず
に
居
た
た
め
、
こ
の
島
の

小
さ
な
小
学
校
の
先
生
を
や
っ
て
い
る
。

こ
の
学
校
の
生
徒
は
、
少
な
い
。

だ
が
、
俺
は
こ
の
少
数
の
子
供
達
と
、
日
々
向
か
い
合
っ
て
生
き
て
い
る
。

毎
日
が
、
体
当
た
り
。

だ
け
ど
、
俺
は
、
と
て
も
充
実
し
て
い
れ
る
。

辛
い
と
き
も
あ
る
が
、
あ
の
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
大
破
事
件
を
思
え
ば
辛
く
な
く
な

る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
あ
の
女
に
少
し
感
謝
せ
ね
ば
・
・
。

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
感
謝
は
し
な
い
・
・
。

…
…
…
…
…
…

そ
し
て
、
こ
こ
に
暮
ら
し
は
じ
め
、
７
年
経
っ
た
。

さ
す
が
に
、
あ
の
事
件
は
、
も
う
忘
れ
た
。

俺
も
、
気
づ
け
ば
３
２
の
オ
ッ
サ
ン
だ
。

歩
く
た
び
に
、
周
囲
の
人
々
か
ら
暖
か
く
見
守
ら
れ
、

「
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
日
々
挨
拶
さ
れ
る
。

都
会
に
い
た
頃
、
こ
ん
な
に
優
し
く
挨
拶
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
・

・
。

今
日
は
、
実
に
日
差
し
が
眩
し
い
。

な
に
か
、
い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
。

そ
ん
な
予
感
で
、
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
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世
の
中
は
、
嫌
な
こ
と
だ
ら
け
だ
。

俺
の
場
合
は
、
嫌
な
こ
と
か
ら
逃
げ
た
。

だ
が
、
逃
げ
る
が
勝
ち
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。

逃
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
新
し
い
自
分
の
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
を
、
俺
は
証
明
し
た
。

だ
か
ら
、
今
、
と
て
も
充
実
し
て
い
る
。

そ
う
思
い
な
が
ら
、
俺
は
学
校
へ
の
道
を
歩
く
。

し
か
し
、
所
詮
、
現
実
は
小
説
よ
り
奇
怪
な
り
。

こ
の
後
、
俺
は
自
分
の
認
識
の
甘
さ
に
泣
く
。

新
し
い
居
場
所
だ
と
信
じ
た
学
校
に
は
、
な
ぜ
か
、
新
任
の
教
師
に
な
っ
た
新

城
蓮
が
居
る
・
・
。

所
詮
、
世
の
中
は
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
だ
。

…
…
…
…
…
…

完
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５
話
「
ダ
メ
な
も
の
は
、
所
詮
、
ダ
メ
な
ん
だ
よ
」
（
後
書
き
）

か
な
り
中
途
半
端
で
、
些
末
な
作
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
・
・
。
物
語
を
破
綻
さ
せ
て
し
ま
っ
た
自
分
の
力
の
な
さ
を
憎
む
ば
か
り
で

す
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

浮き舟、流れ
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